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令和５年度 学校経営計画・自己評価書     足立区立弘道第一小学校 

校長  鈴 木 秀 明 

１ 学校教育目標 

２１世紀に生きる、心身ともに健康で、思考力・判断力・行動力があり、自立し共生しようとする心情あふれた児童を育成するため、人間尊重の精神に

基づき次の教育目標を設定する。    ○やさしい子  ○考える子  ○元気な子 

２ めざす学校像、児童・生徒像、教師像 

○学校像 

・笑顔のある学校⇒夢や希望、笑顔での挨拶、お互いを思い合い感謝できる 

・あたりまえのことを大切にする学校⇒返事、学習規律、・ルールとマナー 

・互いのよさを学び合い、教師間協働ができる学校⇒協働意識による学年全体の向上、学校運営参画意識の高揚 

・地域・家庭に信頼される学校⇒生命の尊重、安全で衛生的な教育環境 

○児童・生徒像 

・やさしい子⇒思いやりの心で自他の存在を尊重し、互いの関わりの中で高め合える子 

・考える子⇒基礎・基本を身に付け、見通しと振り返りによって自らの学びを進められる子 

・元気な子⇒すすんで心身を鍛え、健康と安全について考えながら生活できる子 

○教師像 

・情熱と使命感をもって、常に子供を中心に据えた指導を展開する教師 

・子供の目線や立場に立ち、その子供の良さを引き出し、子供の自己肯定感を高める教師 

・社会や時代の要請を敏感に捉え、自己啓発に前向きな教師 

・教師間協働により、学校経営参画意識をもち学び育て合う教師 

３ 学校の現状及び前年度の成果と課題 
○【児童一人一人の基礎・基本の学力の確実な定着】「児童一人一人の基礎・基本の学力の確実な定着」を目指して、学力向上プランに基づいて取り組

んできたが、年度末の目標達成には及ばなかった。学力ポートフォリオを活用した研究授業と研修会をもとに、全教員で検討・確認・共有を行いなが

ら授業改善に努めることはできたが、さらに研究の成果を日常の授業準備や教材研究に具体的に色濃く反映させていく必要がある。漢字の読み書きや

語彙の修得、朝読書、四則の計算練習、かけ算九九検定等を通じた基礎基本の徹底により、学年や学級間の学力格差というもう一つの課題改善に向け

て組織的に取り組んでいく。 

 

○【人権尊重」と「思いやりの心」の育成を通したいじめ防止】全学年児童による本校の特色である「あいさつ活動」、年間を通じて展開している「言

葉づかい重点週間」は、児童が他者に対する自らの言動を振り返り、意識を高めるための有効な機会となっている。また児童が生活を共にする学級集

団の望ましい成長は、いじめの未然防止や授業での学力獲得の土台となっていくものである。いじめの防止や個別に支援を要する児童の実態把握も含

めて、前・後期に実施するＱＵ調査の結果には特に注視していきながら、学級集団の成長を促していく。 

 

○【児童一人一人の体力の向上】昨年度の体力状況調査の結果において全国平均値を上回る種目は全学年で減少しており、特に低学年では大幅に減少し

た。日常的に運動に慣れ親しんでいる児童とそうではない児童との格差が生じているように思われる。今年度は、児童の運動習慣や体力についての実態

調査に基づき、各学年の不得意種目を明確にしながら、その克服に向けて計画的な体力向上の取組を施していく。 
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４ 重点的な取組事項 

 内    容 
実施期間（年度） R:令和 

R3 R4 R5 R6 R7 

１ 学力向上アクションプラン ○ ○ ○ ○ ○ 

２ 「人権尊重」と「思いやりの心」の育成を通したいじめ防止 ○ ○ ○ ○ ○ 

３ 運動に親しみ体力の向上 ○ ○ ○ ○ ○ 
 

５ 令和５年度の重点目標 
 

重点的な取組事項－１ 学力向上アクションプラン 

Ａ 今年度の成果目標 
達成基準 

（目標通過率） 
実施結果 

（通過率結果） 
コメント・課題 

達成度 
◎〇△● 

児童一人一人の基礎・基本の学力
の確実な定着 

４月 区調査目標通過率 80% 
年度末到達度診断通過率 80% 

4月実施区調査結果 

国語／算数の通過率 

学校 79.5%／79.5%  

  （2科 79.5%） 

2年 80.1%／91.1% 

3年 79.2%／81.1% 

4年 78.4%／76.5% 

5年 86.0%／71.9% 
6年 73.6%／79.2% 

R4年度比 国語／算数の通過率 

学校 81.1%／83.8%  

  （2科 82.4%） 

国語（-1.6%）算数（-4.3%）2科（-2.9%） 

・国語と算数ともに通過率 79.5%と、目標で

ある 80％にあと 0.5％及ばなかった。学年

間や学級間での格差が大きな課題となっ

ており、全教員による学力向上の取組を計

画的かつ意図的に進めていくことで、日々

の授業力向上に努めていく。 

△ 

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

新
・
継 

アクション 

プラン 

対象学年 

実施教科 

頻度・ 

実施時期 

具体的な取り組み内容 

(誰が、何を、どのように) 

達成確認 

方法 

達成目標 

（＝数値） 
(いつ・何を・どの程度) 

実施結果 コメント・課題 
達成度
◎〇△● 

１

継

続 

指導方法の

改善 

 

学力ポート

フォリオの

活用 

算数 

研修 

7月 

12月 

2月 

○担任・専科・管理職 

区調査、単元テスト結果から

児童のつまずきを知り、つま

ずきを出さない指導の検

討・実践を通して指導方法を

改善する。 

学習到達度診

断 

 

実施ごとに 

結果を報告 

 

 

単元ごとに 

定着率 85%以上 

 

単元テスト正答率 

学校(国)前 83% 後 82% 

(算)前 83% 後 82% 

1年(国)前 80% 後 77% 

(算)前 87% 後 80% 

2年(国)前 87% 後 85% 

(算)前 88% 後 91% 

・各学年学級において

過去のポートフォ

リオや授業改善プ

ランに基づいた取

組を行った結果、正

答率の全体平均値

は 82.5%となった。 

△ 



 ３ 

3年(国)前 77% 後 76% 

(算)前 82% 後 77% 

4年(国)前 86% 後 87% 

(算)前 79% 後 85% 

5年(国)前 81% 後 78% 

(算)前 79% 後 75% 

6年(国)前 88% 後 86% 

(算)前 83% 後 86% 

・学習のまとまりの最

小単位である単元

で生まれる課題を、

即時性をもって日

常的に改善してい

く新たな手立てを

組織的に講じてい

く。 

２

継

続 

つまずき 

補習 

国語 

 

算数 

すっき

りタイ

ム 

金曜日 

年 30回 

123年生

5校時 

456年生

6校時 

○担任・専科・管理職 

①４月の区調査結果から未

定着な学習内容を補習す

る。（前学年のつまずき） 

 

②単元末テストの結果から

未定着な学習内容を補習す

る。（現行学年のつまずき） 

到達度診断 

通過率 

 

実施ごとに 

結果を報告 

①10月までに 

通過率 90%以上 

(区調査前学年） 

②３月までに 

通過率 80%以上 

(区調査現学年） 

① 学年で時期は異

なるが9月までに

全学年で通過率

90％以上を達成 

 

②12月到達度診断 

国語／算数の通過率 

学校 64.5%／65.8% 

（2科 65.2%） 

1年 29.5%／52.0% 

2年 70.1%／76.7% 

3年 71.2%／57.3% 

4年 88.1%／56.8% 

5年 55.9%／62.0% 

6年 80.0%／82.5% 

 

②２月到達度診断 

国語／算数の通過率 

学校 88.9%／86.2% 

（2科 87.6%） 

1年  82.5%／89.5% 

2年  92.9%／88.7% 

3年  83.4%／85.0% 

4年 100.0%／86.4% 

5年  87.3%／84.9% 

6年  87.6%／82.8% 

①早い学年では 7 月

に通過率 90％以上

となったが、夏休

みの課題を通して

9月に全学年達成。 

 

②現学年の既習事項

について 12 月時点

で 80％を超えたの

は、6 年生の国語と

算数、4 年生の国語

だけであった。授業

を進めつつも、現学

年でのつまずきを

解消できるように

各学年で方策を立

て、それに基づいて

苦手箇所の重点的

な復習を行った。 

 

②12 月の結果を受け

児童の実態に応じ

た学力補充の取組

を行った通過率に

大きな向上が見ら

れた。この状態を新

年度スタートの時

期まで維持したい。 

○   



 ４ 

３

継

続 

PUタイム 

（朝学習） 

算数 

国語 

毎週 

火木金 

朝 15分 

○担任、学習支援員 

音読、読書、読み取り、漢

字、AIドリル、東京 BD 

到達度診断 

正答率 

 
実施ごとに 

結果を報告 

80％以上 

・12月到達度診断 

国語／算数の正答率 

学校 67.3%／ 69.8% 

（2科 68.5%） 

1年 51.4%／72.4% 

2年 80.1%／76.8% 

3年 67.7%／61.8% 

4年 72.5%／64.2% 

5年 62.7%／54.0% 

6年 84.5%／74.6% 

 

・２月到達度診断 

国語／算数の正答率 

学校 81.8%／81.0% 

（2科 81.4%） 

1年 86.6%／ 86.5% 

2年 76.2%／ 83.3% 

3年 77.0%／ 77.2% 

4年 85.9%／ 79.5% 

5年 77.4%／ 75.5% 

6年 87.7%／ 84.0% 

・12月時点での正答率

は昨年度とほぼ同

じ結果であったが、

同一学年集団の経

年変化において２

～６年生では向上

が見られた。1 年生

の正答率が昨年よ

り 下 が っ て お り

様々な出題形式に

不慣れであったこ

とが考えられる。 

 

・12月の正答率が学年

や教科によって 50%

～80%以上とばらつ

きがあったが、２月

の正答率は 70%後半

～80%後半と全学年

共通して正答率を

高い位置に推移す

ることができた。 

 

○ 

４

継

続 

学校図書館

の活用 
国語 

 

①年間 

朝読書 

②年間 

の貸出 

期間中 

○児童 

①目標達成者を表彰。 

強化旬間を年 2回実施。 

 

②読書旬間に図書委員会と

連携し、味見読書など本に興

味をもたせる活動を行う。 

読書記録カー

ドに記録 

 

貸出冊数記録 

 

①月 2冊 

年 24冊読書 

 

②児童一人当た

りの貸出冊数を 

年 12冊以上 

① 学校 88% 

1年 100%  2年 90% 

3年  86%  4年 97% 

5年  69%  6年 56% 

 

② 学校（平均 29冊） 

1年 49冊 2年 48冊 

3年 22冊 4年 40冊 

5年 11冊 6年 4冊 

① 昨年度 22%上昇し

て 78%となった達

成率は今年度 88%

まで向上した。課

題であった学年格

差は中学年で改善

が見られた。貸出

差数も含め高学年

の読書活動を活発

にしていきたい。 

② 目標の一人当たり

の貸出冊数 12 冊

以上を大きく上回

ることができた。 

◎ 



 ５ 

５

継

続 

ＩＣＴ機器

の活用 
全教科 

① 週に 

複数回 

② 週に 

複数回 

③ 半 期

に1回以

上 

○教員 

①児童が児童用タブレット

端末を用いる授業を実施。 

 

②対象学年児童にＡＩドリ

ルによる個別学習を実施。 

 

③プログラミング教育の実

施。 

週の学習計画 

 

教員の申告 

・実施した教員

の割合各 90% 

 

①前期  75.0% 

後期  91.6% 

 

②前期  90.0% 

後期  95.0% 

 

③前期  66.7% 

後期  83.3% 

① 1 年生向け出前授

業で低学年児童の

タブレット利用に

改善が見られた。 

② ＡＩドリル強化月

間で目標を超える

500問以上達成。 

③ 昨年度(66.7％)か

ら大きく向上。 

○ 

６

新

規 

学力向上 

夕会の設置 

算数 

国語 

毎週 

火曜日 

 

○教員 

各学年からの学力向上に向

けた取組やその成果と課題

を日常的に情報共有し、学習

内容の系統性も意識しなが

ら授業改善を図っていく。 

月行事予定表 

・週案に明記 
年間 30回実施 

毎週の学力夕会で

は教科主任を中心と

した足立スタンダー

ドのポイント確認や

授業実践の様々な工

夫、学力向上に関わる

多くの知見を学年を

越えて全体共有する

ことができた。 

 従来の学力向上の

取組からスクラップ

＆ビルドした今年度

新規の取組であった。

今後は学力向上との

相関を検証しながら、

より日常的な授業改

善を図る機会として

いきたい。 

○ 

 
 
 

重点的な取組事項－２ 「人権尊重」と「思いやりの心」の育成を通したいじめ防止 

Ａ 今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 

友達に対して、いつでも優しい言葉かけ
ができる。 

言葉遣いアンケート「強い言い方や冷
たい言い方にならないよう気を付け
ている」の児童の割合が 90%以上 

・言葉遣いアンケートで、「強い言
い方や冷たい言い方にならない
よう気を付けている。」は 96％。
「相手や場面に合わせて、言葉を
使うことができる。」は 95％と高
い肯定的回答が得られた。 

・一方で、継続した指導にも関わら
ず、特定の一部児童の言葉遣いの
改善が難しい。 

・これまでの年間 5 回
の重点週間の取組に
より、言葉遣いに対
する意識はある程度
高まってきた。今後
は実施回数を精選し
ながら、取組期間だ
けでなく日常的な言
葉遣いへの意識向上
に重点をシフトして
いきたい。 

○ 

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

項目 達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 



 ６ 

心の教育を充実させ
る 

・各々の違いが分かり、
認め、生かしていける態
度が身に付く 
 
・ＱＵでの学校生活満足
群に属する児童が増える 

・いじめ防止対策の一環とし
て、道徳授業を充実させる。 

 
・お互いの良さを認め合える学

級活動を充実させる。 
 
・縦割り班活動での遊びや異学

年との交流活動を行う。 
 
・オリパラ教育を通して国際理

解、障がい者理解を深める。 

・道徳授業地区公開講座では SDGs  

 で共生社会について学び、実際 

の学校生活では学級活動による

同級生との横のつながり、縦割

り班活動では異学年との縦のつ

ながりを深めることができた。 

 

・ＱＵでの学校生活満足群に属す

る児童は前期 56%、後期 54%、平均

55%であり、全国平均 43%を大きく

上回る結果となった。 

・新たないじめ防止標

語の作成や校舎周り

への掲示など、児童

が主体となったいじ

め未然防止の活動も

実施した。 

 

・学校生活不満足群に

属する児童の割合

を、後期は学校全体

で 1.4％減少するこ

とができた。 

 

 

 

 

 

○ 

挨拶・言葉遣いの意識
を高める 

・すすんで挨拶ができる 
 
・場に合った言葉に気を
付けて遣い分けができる 
 
・敬称をつけて名前を呼
ぶことができる 

・指導の進捗を確認しながら教
員の意識を高め、より良い方
法を工夫させる 

 
・児童の挨拶運動を拡張する取

り組みを企画・計画させる 

・全学級全児童による登校時のあい
さつ活動は定着している。 

・５月から「言葉遣い重点週間」を
年５回実施し、道徳・学級活動の
時間に事前・事後指導を行った。 

・「言葉遣いアンケート」で、「相
手や場面に合わせて、言葉を使
うことができましたか。」の肯定
的解答値は９８％だった。 

・あいさつ運動や言葉

遣い重点週間期間中

は言葉遣いに対する

意識の向上が見られ

るが、「いつでも」・

「どこでも」・「誰に

でも」という日常化

が次の課題となる。 

 

 

 

 

○ 

 

 

特別活動を充実させ
る 

・自己評価で肯定的に評
価できる 
 
・努力している自分を認
めることができる 

・児童の活躍の機会を増やし、
自己肯定感・自己有用感を高
める 

 
・めあてをもって行事に取り組

ませ、自己の取組について過
程や結果を振り返らせる 

・全国学力・学習状況調査において
自己肯定感は全国平均よりやや
低いものの、「人が困っていると
きにはすすんで助ける」の肯定的
回答が 94.7%と、自己有用感の入
り口となっていく他者への意識
が高い。 

・昨年以上に児童集会
の内容が充実したも
のとなり、それをき
っかけとして児童の
主体性を生かした特
別活動が活発に行わ
れるようになった。 

 

 

 

○ 

 
 
 

重点的な取組事項－３ 健康な体づくりと体力向上 

Ａ 今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 



 ７ 

すすんで運動しようとする態度を育てる 

体力状況調査結果で全国平均を下回る
種目数を、昨年の８種目中５種目（平
均）から４種目に削減する。特に全学
年の男女で下回ったシャトルランとソ
フトボール投げについては体力向上委
員会で具体的な策を検討していく。 

・全国平均を下回った種目数 

1年 男子 7 ／ 女子 6 

2年 男子 7 ／ 女子 5 

3年 男子 4 ／ 女子 4 

4年 男子 6 ／ 女子 2 

5年 男子 8 ／ 女子 4 

6年 男子 5 ／ 女子 5 

 
・各学年男女平均で昨年度同様８種

目中５種目が下回る結果となり、
削減できなかった。 

 昨年度全校での大き
な課題であった３種目
中２種目で改善が見ら
れたが、別の２種目が新
たな課題となった。次年
度は目標を全国から都
の平均値に変更すると
共に、調査種目について
は調査時だけでなく年
間を通じて取り組む策
を講じていきたい。 

  △ 

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

項目 達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

体育授業の充実 

・昨年度体力状況調査結

果で全国平均を下回った

種目を１種目減らす。 

 

 

 

・めあてをもって体育の学習に

取り組み、自己評価しながら運

動を工夫するための「体育学習

ノート」の実施率を向上させ

る。 

・昨年度と今年度の体力状況調査結

果に大きな差異は認められなか

った。新たな課題は瞬発力と柔軟

性であり、２年連続で持久力が課

題であることが明らかになった。 

 

・学習ノートを利用した授業の実施 

学校平均 68%（昨年度 80%） 

1年 50％ 2年 50％ 

3年 95％ 4年 80％ 

5年 80％ 6年 50％ 

 プロ野球選手による

投げ方教室、外部講師を

招いての走り方教室な

ど体力向上への様々な

工夫を試みた。しかしコ

ロナ禍での児童の体力

低下は想像以上のもの

であり、体育授業の充実

だけで改善を見込んで

いくことは難しい。家庭

との連携が必要である。 

 

 

 

 

△ 

 

体力向上のための行
事の充実 

休み時間に校庭に出て運
動に取り組む児童の数を
増やす 

・年間を通して運動が継続でき
るように体育的行事の内容
や方法を改善するとともに、 

 児童の主体的な活動場面を
増やすよう工夫していく。 

・マラソン練習、大なわや短なわな
ど体育的行事の活動中は、教員も
一緒に活動を盛り上げて運動に
取り組む児童が増えていった。し
かし夏場の酷暑の中では、外での
活動自体が危険な状態である。 

年間を通じた体力的
行事は限られているこ
とから、現在の取組をよ
り効果的な方向で定着
させていくことが大切
である。 

 

 

○ 

運動に向かう環境づ
くり 

運動する場に参加する児
童数を増やす 

・休み時間の中で友達と一緒に
楽しく遊びながら体づくり
ができる学級あそびを企画
して、その機会を増やしてい
く。 

・担任からの働きかけもあり、マラ
ソン大会や短なわ・長なわ大会等
の体力向上に向けた行事前には
休み時間に練習する児童の姿が
見られた。 

 定期的に学級あそび
を行ったり、夏場の休み
時間には体育館で体を
動かす遊びを行うなど
さらなる工夫が必要で
ある。 

 

 

○ 
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６ まとめ 

（１）今年度の成果と次年度に向けた課題及び解決の方向性 

○【児童一人一人の基礎・基本の学力の確実な定着】 

「児童一人一人の基礎・基本の学力の確実な定着」を目指して、算数では全学年で学力ポートフォリオを活用した研究授業と研修会を今年度も実施

した。管理職から各授業者へは授業観察に基づいた更なる授業改善についての指導・助言を行い、全体研修会ではつまずきの原因分析に留まらず、各

学年から具体的な問題を一題選び出してその効果的な指導方法についての改善提案を行い、全教員で検討・確認・共有を行った。これまで蓄積された

学力ポートフォリオによる授業改善を日常化させるため、「つまずかせない授業づくり」を学力向上のメインテーマとして取組んでいった。 

国語では「書くこと」についての研究が四年目に入り、相手意識・目的意識・場を明確にさせることに推敲の視点も加え、児童が自分の考えを意欲

的に文章に書けるよう指導方法の研究を行った。一方で学力調査等の結果からは、限られた時間内で問題を解くために必要な語句への着眼点や、求め

られる条件に応じた答え方などが課題となっている。文章の主旨を短時間で掴んだり、問われている内容に正対するなど、書くことに留まらず、その

力を学力として発揮するために必要な力も育んでいかなければならない。 

弘一タイムやすっきりタイムでは、漢字の読み書きや語彙の修得、朝読書、四則の計算練習等を通じて基礎基本の徹底について取り組んできたが、

次年度は使用頻度が上がってきたＡＩドリルを活用しながら個別最適化された学習を一層推進していく。また「教師の授業」と「児童の学力」の相関

をできるだけ短いスパンで振り返る日常的な機会として、今年度新設した学力夕会を継続実施しながら各教員の主体的な学力向上策を講じていく。 

○【人権尊重」と「思いやりの心」の育成を通したいじめ防止】 

今年度も全学年児童で実施した「あいさつ活動」は本校の特色となって定着している。校内においてはコロナ禍で滞っていた縦割り班活動や児童集

会が再開するだけでなく、その内容が一層充実しており児童の自治力も高まっている。ＰＴＡや開かれた学校づくり協議会主催の各種イベントは自他

を尊重する児童の心の成長に大きく貢献しており、自然で望ましい異学年交流が数多く見られた。また、年間を通じて展開している「言葉づかい重点

週間」については、これまでの成果を毎日の学校生活の中でより定着させるために、次年度は回数を精選しながら長いスパンで取り組んでいく。 

また学校で児童が一番長い時間を共に生活する場である学級は、その集団としての成長が、授業での学力やいじめの未然防止に大きく関わってくる。

集団内で個別の支援要する児童やいじめ防止のための実態把握に向けて、前・後期に実施するＱＵ調査の結果には次年度も引き続き注視していきたい。 

○【児童一人一人の体力の向上】 

昨年度の体力状況調査の結果において全国平均値を上回る種目は全学年で減少しており、特に低学年では大幅に減少した。課題であった３種目中２

種目（握力・投力）については今年度改善が見られたが、同時に２種目（瞬発力・柔軟性）が新たな課題となった。コロナ禍の影響が少なからずある

と考えられ、中・長期的な対策が必要となっている。連合体育行事で活躍する日常的に運動に慣れ親しんでいる児童とそうではない児童との格差が生

じていることも本校の特徴であり、実態調査に基づいた日常的な体力向上の取組を施していかなければならない。 

○【ＩＣＴ機器の活用】 
全児童が学校と自宅でタブレット端末を使用できるようになり、子供たちが教科書やノートと同様にタブレットをツールとして学習に使っている姿は日常

的なものとなっている。課題であった１年生についても今年度は「はじめよう！はじめての Chromebook出前授業」をきっかけとしてタブレット使用を開始す

ることができた。児童がタブレットに慣れ親しんでいる中、授業者の習熟によってタブレットの活用状況に差異が生じないよう、今後も教職員の研修会で活

用方法等の共有を進めていく。一方でタブレット端末やデジタル教科書は決して万能ではなく、学習内容や学習場面に応じて従来の指導方法と明確に使い分

けていく必要があることも忘れてはならない。ＡＩドリルにおいては強化月間に目標の一人あたり 300 題を超える 500 題の問題に取り組ませることができた

が、学力向上との相関に基づいた効果的な活用を検証していく必要がある。 

またＳＮＳなどによる教師や保護者に見えづらい場でのトラブルが増え、生活指導上で好ましくない情報が児童の間で行き交っている現状を踏まえ、今後

は保護者も交えた情報リテラシー教育をさらに拡充させていく必要がある。 



 ９ 

（２）保護者や地域へのメッセージ 

○本校では、開かれた学校づくり協議会が主催者となり、日本漢字検定協会の漢字検定や日本数学検定協会の算数検定の準会場として、今年度も検定試

験を実施することができました。平成２５年９月より始めた漢字検定の全員受検を目指した廃品回収は、令和に入った現在も継続しています。日常的

に多くの保護者や地域の方々が、古紙やアルミ缶を持ち寄ってくださり、その収益をもとに今年度も２月に２～６年生全員が、ご家庭からの負担なし

で漢字検定を受検することができました。この取組は創立５０周年を機に基金が設立され、平成３０年度足立区ビューティフル・スクール運動の特別

表彰を受賞しました。今後も令和 7年度の創立６０周年を目指して、皆様のご協力のもと引き続き実施していきたいと考えています。今後ともご理解

とご協力をお願いいたします。 

○開かれた学校づくり協議会やＰＴＡ・地域の皆さまと協働して、コロナ禍にも関わらず子供たちのために様々なイベントを実現することができました。

以下に主なものを挙げさせていただきますが、普段の学校生活では見られない子供たちの笑顔をたくさん目にすることができ感謝しております。 

・ ６月１９日（月）道徳授業地区公開講座…ＪＩＣＡの辻研介氏を講師にお迎えして、児童・保護者・地域の皆様でＳＤＧｓについて学びました。 

・ ７月２２日（土）カレーランチ会①…感染症予防対策を施し、低学年児童が学校の畑で収穫された夏野菜のカレーを美味しくいただきました。 

・ ７月２９日（土）ＰＴＡ夏祭り…金管バンドの演奏で華々しくスタートし、児童はＰＴＡ・地域・教職員のブースで楽しい夏休みを過ごしました。 

・ ８月２１日（月）～３１日（木）朝のラジオ体操…近隣町会の皆様と子供たち、老若男女が一堂に会して朝からラジオ体操で体を動かしました。 

・１１月１０日（金）弘一落語会…林家たけ平師匠をお招きして、４・５・６年生が落語鑑賞をさせていただきながら想像力を豊かに育みました。 

・ ２月 ３日（土）カレーランチ会②…７月に続き、高学年を中心に季節感ある冬野菜を使ったカレーで楽しく美味しい思い出づくりができました。 

 このようなイベントに加えて毎月一回、子供たちの安全安心のために学校・ＰＴＡ・警察・地域のたくさんの皆様にお集りいただき、地域パトロール 

を実施させていただきました。弘道の宝物である子供たちを、地域の皆様全体で見守っていただけることを大変にありがたく感じております。 

○弘一プレイランド（あだち放課後こども教室）では子供たちが安心・安全に放課後を過ごすことができるよう、スタッフの皆様が日々ご尽力してくだ

さっております。また、土曜事業のコアラくらぶの皆様からも、活動の再開に伴い多くのお力添えをいただいております。こうした皆様からのご尽力

のおかげで、弘道第一小学校の子供たちの心と身体の成長は支えられております。今後とも皆様の力強く温かなご支援・ご協力を賜れますよう、引き

続きよろしくお願い申し上げます。 

 

（３）その他（学校教育活動全般について） 

○新型コロナウィルス感染症の５類移行に伴い、コロナ以前に近い形での教育活動を再開することができるようになりました。しかし単なる再開ではな

く、困難なコロナ禍で得られた知恵や工夫をプラス面で活用したスクラップ＆リビルドを大切にしてまいりました。特に後期の三大行事である運動会、

マラソン大会、音楽会では、より多くの保護者や地域の皆様に、より近い距離から当該学年のお子様たちの活動を参観していただくことが叶いました。

学校としての一体感が得られた行事後のアンケートでは、教職員に対する労いの言葉が多数寄せられ、我々の大きな励みと自信になりました。また、

いただいた貴重なご意見やご要望については、改善に向けて検討を進めてまいりますので、今後とも一層のご理解とご協力をよろしく願いいたします。 

○５年生の鋸南自然教室・６年生の日光自然教室は今年度も２泊３日で実施され、学年児童全員が安全かつ健康に、充実した宿泊行事を成功させること

ができました。また各学年の遠足や社会科見学、校外学習なども、学年教員が子供たちのために工夫した計画通りに実施することができました。 

〇縦割り班活動など本校の特色でもある異学年交流活動も通常通り実施できました。今年度は児童の自主性を大切にしながら行われていく中で上級生の

リーダーシップが今まで以上に発揮され、学年を越えた笑顔あふれる学校ならではの素晴らしい光景が、様々な場面でたくさん生まれました。 

○「音楽会」では子供たちの歌や演奏を通して、大変に心豊かな時間を創り出すことができました。そしてそこには子供たちの真っ直ぐな努力、教職員

の愛情あふれる指導、保護者の方の心強いサポートや地域の方の温かな見守り、そういったものを随所に感じることができました。感動はもちろんの

こと、弘道第一小学校の学校としての一体感を強く感じることができた音楽会に改めまして感謝申し上げます。どうもありがとうございました。 
 


